
ACQUITY UPC2 システムを用いた 
ペルメトリンのジアステレオ 
選択的分離

目的

ACQUITY UPC2TM を用いてペルメトリンの 4つの

異性体全てをベースライン分離する分析法を開

発する。

背景

現在、農薬（殺虫剤）使用に関する社会的関心

が高まっており、これら農薬（殺虫剤）のうち、

25%はキラル化合物です。キラリティーは、キ

ラル農薬の効能、毒性、代謝、環境中の動態

に重要な役割を果たしています。そのため、立

体選択的な分離技術と農薬のエナンチオマー純

度評価分析の要求が高まっています。ペルメト

リンは、殺虫剤や防虫剤として広く使用されて

いる合成化学薬品で、図 1に示すようにシクロ

プロパン環に 2つの立体中心が生じるため、4

つの立体異性体（2対の鏡像異性体）をもってい

ます。

そのため、ペルメトリンの異性体分離と定量が

課題となります。順相と逆相の HPLCでペルメト

リンの分離方法を開発したものの、完全な分離

を行うことができませんでした。

ACQUITY UPC2 システムを用いることで 4つの異

性体全てのベースライン分離を 6分以下で行っ

たことを証明しました。  

ソリューション

様々なキラル固定相（CSPs）に順相と逆相の HPLCを組み合わせてペルメトリン分

離の評価を行いました。Lisseter と Hamblingは、順相 HPLC条件下でペルメトリン 

を分離するために Pirkleタイプのキラル固定相を使用したことを報告しました。 

全分析時間は 30分以上で移動相にはヘキサンと 0.05%のイソプロパノール 

を使用しました (Journal of Chromatography , 539 1991; 207-10) 。しかしながら、

cis 体と trans 体の鏡像異性体の分離は不十分でした。Shishovska と Trajkovskaは、

移動相にメタノールと水を用いた逆相 HPLC条件下でペルメトリンの分離をするた

めに、キラルβ-シクロデキストリンのキラル固定相を使用しました (Chirality , 22 

2010; 527-33) 。全分析時間は 50分以上でした。trans 体のペルメトリンのエナ

ンチオマーの分離度は 1.5以下でした。

もう一つの方法として、順相 HPLC条件下で CHIRALCEL OJカラムを使用したペル

メトリンの分離が報告されており (Chromatographia , 60 2004; 523-26) 。図 2に

示したように表 1に記載された同一条件下での実験では、報告された結果通り 3

つのピークを得ることができました。

UPC2®は、キラル HPLC分析法と比較して分析時間

を大幅に短縮し、全ての異性体をベースライン分離。

農薬メーカーにとって、理想的なジアステレオ選択的

分離がルーチンで可能になります。

図1. ペルメトリンの構造式



図 3に示すように ACQUITY UPC2システムを用いて

ペルメトリンのジアステレオ選択的分離をしました。

4つの異性体全てのベースライン分離を 15O mm 

OJ-Hカラムを用いて 6分以内で達成。その結果を表

2にまとめました。全体的にキラル HPLC分析法と比

較し UPC2分析法は、優れた分離能と短い分析時間

を提供しました。

まとめ

ACQUITY UPC2を用いてペルメトリンのジアステレオ選択的分離に成功したことを

実証しました。4つの異性体全てのベースライン分離を 6分以内で達成すること

を実証しました。キラル HPLC分析法と比較し、UPC2分析法は、優れた分離能と

短い分析時間を提供しました。順相 HPLC分析法で使用する有害なヘキサンの必

要性を排除しACQUITY UPC2は、ルーチンでジアステレオマー分析を行う農薬メー

カーにとって理想的なシステムです。
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ピーク 保持時間 (分 ) 保持係数 分離係数 分離度 USPテーリング係数
1 3.509 5.66 1.12

2 3.862 6.33 1.12 1.80 1.31

3 4.582 7.69 1.22 3.25 1.12

4 5.089 8.66 1.13 1.92 1.50

順相 HPLC UPC2

流速  
(mL/min) 1 4

移動相 ヘキサン:エタノール=90:10 CO2:メタノール：DEA=95:5:0.2

出口圧力(bar) n/a 120

温度 (℃) 室温 40

カラム
CHIRALCEL OJ-H CHIRALCEL OJ-H

(4.6 x 250 mm, 5 µm) (4.6 x 150 mm, 5 µm)

サンプル濃度 2 mg/mL

注入量 (µL) 10

図 2.  順相 HPLC 条件下で CHIRALCEL OJ-Hカラムを用いて得ら
れたペルメトリンのクロマトグラム

図 3.  UPC2条件下で CHIRALCEL OJ-Hカラムを用いて得られた
ペルメトリンのクロマトグラム

表 2. UPC2と CHIRALCEL OJ-Hカラムによって得られたペルメトリンの保持時間、保持係数 (K’)、分
離係数 (α)、分離度、USPテーリング係数

表 1. 分析条件
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